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１                              問題のページへ 

(1) bxaxxyC ++-= 23: ……①, 原点を通る直線 kxy = ……②とおく。 

①②より, 0)(23 =-+- xbkaxx , 0=x または 0)(2 =-+- bkaxx ………③ 

①と②が 2点を共有する条件は, 次の 2つの場合がある。 

(i)  ③が 0以外の重解をもつとき 

0)(42 =--= bkaD より, 
4

2abk +=  

このとき③の解は 0
2
＞ax = となり, 条件に適する。 

(ii) ③が異なる 2つの実数解をもち, その 1つが 0のとき 

③に 0=x を代入して, 0=- bk , bk =  

このとき③の解は 0,0 ＞axx == となり, 条件に適する。 

(i)(ii)より, ( )xaby
4

2
+= , bxy =  

(2) ( )xabyl
4

:
2

1 += ……④, bxyl =:2 ……⑤より, ①と④の共有点は,  

( )xabbxaxx
4

2
23 +=++- , 0

4

2
23 =+- xaaxx , ( ) 0

2
2
=- axx  

これより, 共有点の x座標は
2

,0 ax = となり, a＞0から,  
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また, ①と⑤の共有点は, bxbxaxx =++- 23 , 0)(2 =- axx , ax ,0=  
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したがって, 16:1
12
1:

192
1: 44

21 == aaSS  

 

［解 説］ 

同じ題材で, センター試験に出題されても不思議はないような問題です。ただし, 

10年ほど前の話としてですが。 
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２                              問題のページへ 

(1) 縦の長さが 1, 横の長さが aの長方形を考えると, a＞1より, 1回目に取り去る正

方形の 1辺の長さは 1である。また, 3回で操作が終わるため, 3回目に取り去る正

方形と, 残った正方形は同じ大きさである。 

ここで, n 回目に取り去る正方形の 1 辺の長さを nl , 最後に残った正方形の 1 辺

の長さを Lとすると,  

Llll == 3211 ≧≧  

(i)  321 lll == のとき 

1321 ==== Llll なので, 右図から,  

4=a  

(ii) 321 lll ＞= のとき 

Llll === 3211 ＞ なので, 右図から, 
2
5

2
12 =+=a  

(iii) 321 lll =＞ のとき 

Llll === 3211 ＞ なので, 右図から, 
3
4

3
11 =+=a  

(iv) 321 lll ＞＞ のとき 

Llll == 3211 ＞＞ なので, 右図から, 
3
5

3
21 =+=a  

(2) aが最大となるのは Lllll n ====== L3211 のときである。 

このとき, 1+= na となる。 

aが最小となるのは Lllll n ===== L3211 ＞ のときである。 

このとき, 
n

Llll n
1

32 ===== L より, 
n

a 11 += となる。 

 

［解 説］ 

答は直観的にわかるのですが, それをどのように記述するとよいのか, 迷います。

上の解答例では直観的な部分を残しています。 
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３                              問題のページへ 

AC,AB は 1次独立なので, t, sを実数として,  

ACABAR st +=  

Rは PC上にあるので, ACABAR s
x
t += )0( ¹x より,  

1=+ s
x
t ………① 

Rは BQ上にあるので, ACABAR
y
st += )0( ¹y より,  

1=+
y
st ………② 

①から
x
ts -= 1 として, ②に代入すると, ( ) 111 =-+

x
t

y
t  

y
y

t
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=
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……③, 
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なお, ③④から, 0=x のときは ),0(),( yst = , 0=y のときは )0,(),( xst =

となり, 条件を満たす。 

さて, 点 Rは△AMNの内部または周上にあることより,  

0≧t , 0≧s , 
2
1≦st +  

10 ＜≦ x , 10 ＜≦ y より, 0≧t , 0≧s は満たしているので, 
2
1≦st + より,  
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, xyxyyx --+- 1)1(2)1(2 ≦  

12)23( -- xyx ≧ ………⑤ 

023 ＞-x ( )
3
2＞x のとき, ⑤より

)23(3
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023 =-x ( )
3
2=x のとき, ⑤は成立しない。 

023 ＜-x ( )
3
2＜x のとき, ⑤より
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以上, まとめて図示すると, 右図の網点部となる。なお, 

境界は領域に含まれる。 

この領域の面積を Sとすると,  
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［解 説］ 

ベクトルの標準的な問題です。計算量も適当です。
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４                              問題のページへ 

(1) )( xnf は 1+n 次多項式であることを, 数学的帰納法を用いて示す。 

(i)  1=n のとき 2
1 )( xx =f より成立する。 

(ii) kn = のとき )( xkf が 1+k 次多項式であるとする。 

このとき )()2( xkf は 1-k 次多項式となり, )()2(3 xx kf は 2+k 次多項式である。 

すると, )()()( )2(3
1 xxxx kkk fff +=+ より, )(1 xk+f は 2+k 次多項式となる。 

(i)(ii)より, )( xnf は 1+n 次多項式である。 

さて, )( xnf の 1+nx の係数を na とすると, 11 =a で, )()2( xnf の 1-nx の係数は

nann )1( + となるので, )()()( )2(3
1 xxxx nnn fff +=+ から 2+nx の係数を比べると,  

nn anna )1(1 +=+  

n≧2で, !)!1()1()43()32()21(1 nnnnaan -=-×××××= L  

1=n をあてはめると, 1!1!01 ==a となり成立する。 

よって, !)!1( nnan -=  

(2) )( xng を xxxx ,,, 234 の係数および定数項が 0の 5次以上の多項式として,  

nnnnnnn txsxrxqxpxx +++++= 234)()( gf  

すると条件より, { }nnnnnn rxqxpxxxx 2612)()()( 2)2(3
1 ++++=+ gff  

        345)2(3 2612)()( xrxqxpxxx nnnnn ++++= gf  

ここで xxxx ,,, 234 の係数および定数項を比べると,  

nnn qpp 61 +=+ ……①, nnn rqq 21 +=+ ……② 

nn rr =+1 ……③, nn ss =+1 ……④, nn tt =+1 ……⑤ 

また, 2
1 )( xx =f より, 011 == qp , 11 =r , 011 == ts となり,  

③より 1=nr , ④⑤より 0== nn ts  

②に代入して, 21 +=+ nn qq より, )1(2)1(20 -=-+= nnqn  

さらに①に代入して, )1(121 -+=+ npp nn より, n≧2で,  

å
-

=
-+=

1

1

)1(120
n

k
n kp )2)(1(6 --= nn  

1=n をあてはめると, 01 =p となり成立する。 

よって, nnnnnn sxrxqxpxx ++++= 234)()( 23)1()1( gf より, 0)0()1( == nn sf  

nnnnn rxqxpxx 2612)()( 2)2()2( +++= gf より, 22)0()2( == nn rf  

nnnn qxpxx 624)()( )3()3( ++= gf より, )1(126)0()3( -== nqnnf  

nnn pxx 24)()( )4()4( += gf より, )2)(1(14424)0()4( --== nnpnnf  

 

［解 説］ 

(1)と(2)は同じ解法をとっています。比べる位置が異なるだけです。 


